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 年度の重点事項と自己評価の観点                 ◯継続的重点   ●発展的重点  

 重点事項 自己評価の観点 

学

習

指

導 

○【基礎学力】授業における基礎的・基本的な

知識・技能の確実な定着。 

〇【探究】主体的・対話的で深い学び、探究的

な学びの推進。 

○【学習習慣】生徒の学習習慣定着に資する効

果的な取組の継続。 

●【 ICT】授業での効果的なＩＣＴ活用の推進。 

●【教育課程改善】地域・学校・生徒等の実態

に即した教育課程の見直し検討。 

□ＰＤＣＡサイクルに基づく「分かる授業」の実践およびそれに係る組織

的な研修を進めることができたか。  

□各教科科目、総合的な探究の時間等で探究的な学習活動の実践の工夫や

それに係る組織的な研修が進められたか。  

□個別の課題やスタディサプリ等の学習機会を活用し、自学習慣の定着を

促すことができたか。  

■一人一台端末を活用した授業方法を研究し、活用することができたか。 

■現状を的確に把握し、教育課程実施上の課題を共有した上で、改善への

検討を進めることができたか。  

生

徒

指

導 

○【支援的生徒指導体制】生徒情報の共有、家

庭、関係機関等との連携による支援的な生徒

指導体制の確立。  

○【いじめの防止】いじめの未然防止、早期発

見、早期対応によるいじめの根絶。  

○【情報モラル】情報モラルに関わる指導を通

した、情報社会に主体的に関わる態度の育成。 

○【自己指導能力】自己選択や自己決定の場や

機会を与え、自立と自律を促し、社会の一員

としての自覚を深める。  

□定期的に生徒理解研修会を実施し、保護者や関係機関との連携により支

援的な生徒指導と家庭教育の支援を行うことができたか。  

□いじめ防止対策委員会等での定期的な情報共有により、積極的に生徒の

状況把握に努め迅速かつ組織的な対応を図ることができたか。  

□情報モラルに関する啓発活動や日常的な指導をとおして、情報活用能力

の育成を図ることができたか。  

□全ての教育活動の中で、生徒指導の機能を活かした取組が進められてい

たか。  

進

路

指

導 

○【系統的な進路指導】キャリア教育全体計画

に基づく系統的な進路指導の実現。  

○【ガイダンス機能】生徒一人ひとりへのきめ

細かなキャリアガイダンスの実施。  

○【探究学習の充実】「産業社会と人間」「地

域探究」「課題探究」の内容充実及び教科指

導との連携推進。  

○【コーディネート機能】教育活動全体の調整

及び外部関係者との円滑な連携の推進。  

□年間計画に基づいた進路学習、探究学習等の取組が効果的に実施され、

生徒の主体的な進路意識を高めることができたか。  

□進路に関わる体験活動、相談活動等の計画的な実施を通して、有効な進

路情報の発信・提供ができ、進路に関わる学習の成果が見られたか。  

□探究に関わる外部教材を活用した取組を効果的に進めると共に、各教科

科目の探究活動を推進することができたか。  

□ＣＧ部、教務部等の連携の下、系列・教科・分掌等に対して積極的にコ

ーディネートすると共に、外部関係機関との連携を円滑に進め、効果的

な事業改善を図ることができたか。  

健
康
・
安
全
指
導 

○【生徒理解】生徒理解を図り、迅速かつ組織

的に対応できる教育相談体制の充実。  

○【危機管理能力】安全確保のために必要な事

項を実践的に理解させ、生涯を通じて安全な

生活を送ることのできる資質・能力の育成。  

○【命の教育】命を大切にする意識の醸成。  

○【健康保持、体力増進】健康で活力ある生活

を送ることのできる資質・能力の育成。  

 

□心の悩みを抱えた生徒の状況や対応の仕方について、教員間で共有する

と共に、保護者、SC、専門機関等と連携し適切な援助ができたか。  

□防犯・防災・交通安全等に関わる取組をとおして、生徒の危機管理に係

る適切な判断力と行動力を養うことができたか。  

□各系列事業や教科科目、特別活動等を通じて、他者を尊重する態度や自

他の命を大切にする意識を高めることができたか。  

□生徒の心身の健康状態を的確に把握し、生徒一人一人の特性等に応じた

支援を適切に行うことができたか。  

 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

○【危機管理】学校安全危機管理委員会による

安全管理全般に関する管理監督の徹底。  

●【地域連携】本校の教育資産を活用した地域

連携及び地域貢献の推進。  

●【働き方改革】働き方改革における業務改善

と合理化及び分業、意識改革の推進。  

●【広報】本校教育活動の外部への PR の推進。 

□危機管理研修の実施や実習時等の安全対策の徹底により、事故の未然防

止を図ることができたか。  

■本校の教育資産を活用して、地域との積極的な交流や異校種間連携を推

進し、地域を支援・活性化することができたか。  

■業務の改善と合理化・分業化、教職員の意識改革等により働き方改革が

促され、職員の月超過勤務時間を 45 時間以内にすることができたか。 

■HP 等をとおした、町内外の中学校への PR を効果的に進められたか。  

組
織
運
営 

○【組織体制】各種事業・行事の適切な教育課

程への反映と、組織的な分業体制の構築  

○【会議等】各種会議、打ち合わせの効果的な

実施と学校運営への参画。  

●【事業検証】分掌・系列・年次を中心とした

事業の推進とスクラップアンドビルト。  

□各種事業の目的が教職員全体で共有され、部長主任、担任等へ業務が集

中することなく適切に分業が図られたか。  

□会議、打合せ等は積極的かつ建設的に行われ、発案された議案が民主的

に議論され、職員会議において共通理解が図られているか。  

■各種事業が分掌内で検討され、校務運営委員会の調整機能により、その

効果が適切に検証され不断の見直しが行われたか。  

教
職
員
の
資
質
向
上 

●【全体研修】学校課題に即した有用な全体研

修会の設定と実施。  

●【新学習指導要領実施に係る研修】教科指導、

系列事業に係る校内研修会の設定と活用。  

●【 ICT 研修】ICT 活用に係る組織研修と自己

研修の推進。  

○【服務規律】継続的な服務管理と内部牽制の

推進。  

■研修を調整する部署を明確にし、有用な研修テーマを設定、計画的かつ

効果的な方法で全体研修会を実施できたか。  

■新学習指導要領に関わる、教科や系列等での学習指導・評価方法等につ

いての研修が行われ、指導に活かされたか。  

■ ICT活用に係る組織的な研の実施や有益な情報提供により自己研修を促

し、 ICT 活用能力の向上が見られたか。  

□教育公務員として高い倫理観と服務規律遵守の意識を持続させ、同僚性

によりお互いに啓発し合うことができたか。  

学校教育目標 

 

 

育成をめざす

生徒像 

 

主体的で協働的な探究に

より、質の高い学力を身に

付け、地域社会の発展に資

する生徒を育成する。  

新たな時代において、不撓不

屈の精神を以て、自己実現を

目指すことのできる生徒を育

成する。  

「人」、「自然」、「食」等に関す

る実学を通して、生命を尊び、

多様性を認め合い、豊かな人間

性を持った生徒を育成する。  

「探 究」       「飛 躍」            「共 生」 



 


